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5
月
5
日
の
端た
ん

午ご

の
節せ
っ

句く

に
菖
し
ょ
う

蒲ぶ

湯ゆ

に

入
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。シ
ョ
ウ
ブ
は「
尚

武
」
に
通
じ
る
と
し
て
、
男
子
の
武
運
を

願
っ
て
始
ま
っ
た
風
習
で
あ
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
お
風
呂
に
浮
か
べ
た
シ
ョ

ウ
ブ
の
葉
を
、
子
ど
も
が
頭
に
結
ん
で
遊

ぶ
の
は
子
ど
も
の
日
の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
光

景
で
す
。
シ
ョ
ウ
ブ
の
根
に
は
、
ア
ザ
ロ
ン

や
オ
イ
ゲ
ノ
ー
ル
と
い
う
精
油
成
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
風
呂
に
入
れ
る
と
き
に

は
、
葉
の
根
元
か
ら
発
す
る
香
り
を
楽
し

む
た
め
に
、
根
元
か
ら
刈
り
取
っ
た
長
い

ま
ま
の
葉
を
浮
か
べ
ま
す
。
な
お
、
6
月

中
旬
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
は
ア
ヤ
メ
属
の
植
物
で
、
シ
ョ
ウ
ブ

（
シ
ョ
ウ
ブ
属
）
と
は
別
の
仲
間
で
す
。

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に
は
、
シ
ョ
ウ
ブ
の
よ
う

な
さ
わ
や
か
な
香
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

に
お
い
を
具
体
的
な
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
に
お
い
を
表

す
言
葉
は
極
端
に
少
な
く
、「
悪
臭
、
刺

激
臭
、
芳
香
」
な
ど
の
抽
象

的
な
言
葉
以
外
は
、
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
、
ア
ル
コ
ー
ル
臭
、

ア
ル
デ
ヒ
ド
臭
な
ど
の
化
学

物
質
の
に
お
い
や
、
リ
ン
ゴ

の
に
お
い
、
花
の
香
り
、
バ

ナ
ナ
の
に
お
い
な
ど
、
人
々

が
共
通
し
て
体
験
し
て
い
る

身
近
な
物
の
に
お
い
で
表
現

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

盲
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、
子
ど

も
た
ち
の
感
覚
の
敏
感
さ
に
は
、
い
つ
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
春
の
校
庭
で
子
ど
も

達
が
異
口
同
音
に
「
空
気
に
果
物
の
に
お

い
が
す
る
」
と
言
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
何
の
に
お
い
の
こ
と
か
と
思
い
な

が
ら
校
庭
の
隅
の
ビ
ワ
の
若
木
に
近
づ
い

た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
は
「
果
物
の
に
お

い
は
、
こ
の
木
の
に
お
い
だ
っ
た
ん
だ
」

と
言
い
ま
し
た
。
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
若

い
葉
が
枝
の
先
に
大
き
な
花
の
よ
う
に
重

な
り
合
い
、
そ
の
若
葉
の
中
に
顔
を
う
ず

め
る
と
、
私
に
も
、
確
か
に
果
物
の
に
お

い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

嗅
覚
は
個
人
差
が
大
き
い

　

に
お
い
は
拡
散
し
や
す
く
、
ふ
わ
り
と

感
じ
た
の
に
、
次
の
瞬
間
に
は
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
同
じ
場
所
に
い
る
の
に
、

気
づ
く
人
と
気
づ
か
な
い
人
が
い
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
嗅
覚
は
疲
れ
や
す
く
、
初

め
に
感
じ
た
に
お
い
が
分
か
ら
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
然
観
察
会
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
香
り
の
植
物
」
だ
け
の
に
お

い
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
田
ん
ぼ
の

に
お
い
、
草
原
の
に
お
い
、
天
気
の
変
化

の
に
お
い
…
…
い
つ
で
も
、
何
を
観
察
す

る
と
き
も
、
あ
ら
ゆ
る
感
覚
を
総
動
員
し

て
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
や
子
ど
も

の
場
合
も
同
じ
で
す
が
、
嗅
覚
が
鋭
い
が

ゆ
え
に
、
ハ
ー
ブ
の
に
お
い
、
特
に
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
の
よ
う
な
強
い
に
お
い
を
嫌
う

人
も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

一
般
に
年
齢
を
重
ね
る
と
嗅
覚
は
衰
え
る

も
の
で
す
。
嗅
覚
の
個
人
差
も
大
き
い
の

で
、
に
お
い
が
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

その季節しかかげないにおいはたくさんあります。
新緑の時期だけ体験できるにおいも！ さあ、自然
の中に出かけて、意識的に鼻を働かせてみましょう。 鳥

と り

山
や ま

由
よ し

子
こ
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鼻も使って
自然を感じ取ろう

クサギの葉は、嫌なにおいのする植物と言われるが、
ピーナツバターのにおいに似ていると言う人もいる。
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①葉に近づく

においは、その濃度によって印象が大きく変わります。
葉のにおいをかぐときにも、初めから、ちぎったりもん
だりしないで、においの量を加減する工夫が大切です。

②表面をなでる

新緑の季節、ビワの若葉の果実の
においや、カツラの新緑や黄葉の甘
いにおい、ハクモクレンの芽吹いた
ばかりの葉のコショウのにおい（数日
で消える）などが感じとれます。

カキの若葉の表面を軽くなでるよう
にこすると、カキの果実のにおいが
することがあります。なかなか香る
木と出会えないのですが、いつも試
していると思わぬところで出会うこと
があります。

初夏から夏にかけてトウネズミモチ
の葉をちぎって断面のにおいをかぐ
と青リンゴ（リンゴジュース）のにお
いがします。葉をもんでしまうと青臭
さが目立つので、もまずに断面のに
おいをかぎます。

植物の識別に、嗅覚を使おう
　においに注目することで見た目のよく似たものと
の区別が確実になります。
　ミツバは山道の湿った場所に群生していることが
あります。摘み草をして食べるときには、キツネノボ
タン（有毒）を区別することが必要です。ミツバとキ
ツネノボタンの若い株の葉は見た目はそっくりです
が、においで識別すれば間違えることはありません。
　サンショウとイヌザンショウは小葉の付き方も違
いますが、においがはっきり違います。どちらもミ
カン科で特徴的なにおいがしますが、サンショウの
方が良いにおいとされ、イヌザンショウはどちらか
というとナツミカンの葉のにおいに近いです。

　盲学校の生徒がナミアゲ
ハの幼虫の体をつまんだ
とき、頭と胸の境目あた
りからオレンジ色の2本
の角をにゅーっと伸ばし

ました。その角を触ると、
「チーズの腐ったようなにお

いがする」とその子は言ってい
ました。
　また、ナミアゲハの幼虫のふんは幼虫
の食草のミカンの葉のにおい、モンシロ

チョウのふんはキャベツの葉のにおいがします。
　長野県で野外炊飯をしたときに、炊飯場のカラマツ林に毛虫が大発生
して、容赦なく降ってくるふんはまるで緑色のふりかけのようでした。そ
れが食べ物に入ってしまったことがあります。仕方なく食べると、松の香
りがしました。（編集部注：食草によってはふんに毒があるかもしれないのでご注意を）
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カツラの新緑 カキの若葉 トウネズミモチの葉

③ちぎって断面のにおいをかぐ
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ケキツネノボタン（キンポウゲ
科）有毒。草のにおい。

ミツバ（セリ科）
食べられる。独特の香り。
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昆虫のにおい

本コーナーは、エプソン純
正カートリッジ引取回収サ
ービスを利用されたお客様
のポイント寄付によるご支
援をいただいております。

お問い合わせはTEL：03-3553-4101  Eメール：nature@nacsj.or.jp
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております

（商用利用不可）。http://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファ
イルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

日 本 自 然 保 護 協 会 会 員 募 集 中！

葉っぱ
のにおいをかぐときの３段階

ワレモコウの葉をズボンなどに
打ちつけると、何の果実に似た
においがする？




